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当協会は、2012 年に一般社団法人化する以前は、一般社団法人中小企業診断協会(以下、連合会)の

下部組織(支部)であり、現在も連合会本部の会員として各都道府県協会が所属しています。支部時代か

ら、近隣県の情報交換の場として南関東ブロック(東京、千葉、埼玉、静岡、山梨、神奈川)が設置され

ており、毎年 1 度のブロック会議を開催しています。今年度は、神奈川県が南関東ブロック会議のホス

ト役として、2023 年 10 月 11 日に南関東ブロックの各県協会をお招きして開催しました。 

 南関東ブロック会議とは、連合会本部での動きや各県協会の取組について、情報共有や意見交換を行

う会議です。連合会は来年度に向けて名称変更を含む定款変更の議論がなされており、その進捗につい

ての共有がありました。また、各県協会の「会員活動」や「収益事業」の取組、インボイス制度の対応

方法、会員間情報共有アプリ kintone の活用状況などについて、意見交換が行われました。 

 各県協会によって、様々な取組みや運営方法がなされています。他府県協会で取り組まれている活動

の中でも、当協会にとって「会員サービスの向上や公益に資する事業による貢献につながる活動」のヒ

ントとして研究を重ねていく所存です。 

 

前列：森川会長(東京都) 天

満(神奈川) 松枝会長(連合

会) 鈴木会長(静岡) 高澤

会長(埼玉) 石井会長(千葉) 

後列 

坂本事務局長(神奈川) 菊島

さん(連合会)  町田副会長

(埼玉)  野口専務(連合会) 

徳堂さん(連合会) 染矢かな

がわ士会理事(神奈川) 齋藤

副会長(千葉) 

【天満正俊】 

 

会長あいさつ 

10 月号 目次 
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・ 診断士プレゼン大会の報告 

・ スターター・キットの報告 

・ 新実践塾（第１回）の報告 

・ 令和を築く診断士（大野千佳会員） 

・ 診断士の匠（西端望会員） 
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・ データ活用経営のすすめ(2) 

・ 中小企業の SDGs 戦略(2) 

・ 中小企業が知っておくべき組織作り(2) 
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9 月３日に実施した第４回診断士活動プレゼン大会について、以下のとおり報告いたします。 

 

① 開催日時・開催方法 

日時：2023 年 9 月３日(日) 14:00-17:00 

会場：神奈川中小企業センタービル多目的ホールおよびオンライン（Zoom） 

② 診断士活動プレゼン大会の目的 

(1)会員の診断士活動の発表の場の提供 

(2)新たな人脈形成や異なる専門を持つ会員同士の連携機会の提供 

(3)オンラインでのプレゼン経験機会の提供 

(4)オンラインイベントの運営ノウハウの修得 

③ 報告 

今回大会は新型コロナウイルス感染症の「5 類」移行を受けて、開催４回目にして初の会場開催を実

施し、オンラインとのハイブリットで開催いたしました。参加者は過去最多の 168 名（うち会場参加

者 36 名）と盛況のうちに終えることができました。 

 

登壇いただいた皆様に対して感謝の意を表し、以下の通り表彰していますので報告いたします。 

 

■参加賞：賞金各２万円（発表順） 

「補助金採択で経営者の新たな挑戦を応援し続けるで賞」 

テーマ：大型補助金採択率 97%のエッセンス 

登壇者：鈴木 崇史 会員 

           

聴講者の声： 

          □お客様に寄り添う、事業をよくするという原点をもって接すれば結果につなが 

るという点が伝わってきました。 

□補助金をペーパー作業だけでなく、本当にその企業のために行う理念に共感で 

きました。 

 

「企業内診断士の活躍の場を広めま賞」 

テーマ：企業内診断士が実務経験を積める地方副業の最新事情と実践報告 

登壇者：辻岡 正典 会員 

 

          聴講者の声： 

          □自分も地方副業を検討したいと思い、早速登録させて頂きました。 

□具体的な方法が提示され、今すぐにでも実施可能な点がとても良かった。 

 

 

 

「IT 業界の常識を覆し、中小企業のデジタル化に貢献したで賞」 

テーマ：中小企業の DX に挑戦する 

登壇者：牧野 雄一郎 会員 

 

          聴講者の声： 

          □IT 系の補助金メニューが本当の中小企業向けになってないのではと感じて 

いた点もあり納得感があるお話だった。 

□「アジャイル」がキーワードで、企業様の支援の在り方としても参考になる 

お話でした。 

 

 

診断士プレゼン大会の報告（会員支援 1部） 
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「皆がコンサルティング力を高められるで賞」 

テーマ：コンサルティング力向上に向けた案件プラットフォームの活用方法 

登壇者：邨山 恭平 会員 

 

聴講者の声： 

          □コンサル力＝課題解決力はすべてに通じる能力と存じます。大変参考になり 

ました。 

□プラットフォームについて、とても関心を抱きました。早速チャレンジして 

みようと考えさせられました。 

 

          「金のなる木をみつけて豊かに暮らしま賞」 

テーマ：労働集約型に終始せず豊かに生きる為の「ほったらかしビジネス」 

登壇者：小林 祐介 会員（ほったらかしビジネス実践研究会 代表） 

 

聴講者の声： 

          □ネーミング、素晴らしい。それと共にコンセプトがわかりやすい。実践されて 

いることも、含めて行動力に感嘆。 

□今まであまり取り上げられなかったテーマで興味深く、ネーミングも分かり 

やすくとても良いと思いました。 

 

「アフターデジタルでも診断士は勝ち残れるで賞」 

テーマ：アフターデジタル時代に勝ち残る診断士とは 

登壇者：小泉 昌紀 会員 

           

聴講者の声： 

          □AI はまだちょっと遊ぶくらいしか使ったことがないですが、本気で使って 

いかないと一気に置いて行かれるという危機感を持ちました。 

□機械対人間という永遠のテーマながら、活用次第でもある点に学びがあった。 

 

 

■表彰状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営委員/高木基行・丹羽陽一郎・濱添 晋一 

【会員支援１部/杉本靖英・齋木真紀子】 

 



 

２０２３．１０．３１ No,１１６ - 4 - 

 

 

会員支援 2 部では 2023 年 8 月 26 日（土）に、新入会員を中心に入会 3 年目程度の会員を対象とし

た「スターター・キット」を開催しました。 

開催方法は、これまでと同様にオンラインでしたが、今年は、より多くの会員が参加しやすいように

「参加費を無料」としました。 

 開催内容は、これまでと同じ「知っておくべき法律知識入門」、「各種支援機関と支援制度」、「診断士

の為の IT ツール入門」の 3 本に加え、今年は講義開始に先立ち、天満会長より基調講演として、診断

士としての「あり方」「心構え」についてお話しをしていただきました。 

 結果、75 名の会員が参加。アンケートは 40 名の会員より回答を得ることが出来ました。 

 アンケート結果は、回答者の 70%(28 人/40 人)が企業内診断士で 87.5％(35 人/40 人)が 3 年以内

入会会員でした。また、アンケート回答者の 97％から満足以上の評価をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会員支援 2 部/薮田拓也】 

 

 

 

 会員支援 2 部では、今年度、新実践塾を 5 回開催します。その第 1 回目として、「生成ＡＩで勝ち残

るマーケティング」（講師：小泉昌紀 会員）を 10 月 15 日（日）神奈川中小企業センタービル会議室

で開催しました。 

マーケティングに関する概略の説明の後、事前に各自でアカウント登録しておいた生成 AI を使用し、

プロンプトの入力方法などにより回答結果が変わることを体験。はじめて使用したという方も、簡単さ

に驚いていました。 

その後、グループに分かれて実際の事業者の事例をもとに、生成 AI を使用してマーケティング戦略

を立てました。あっという間の 1 時間の後、グループ毎に成果を発表しました。画像生成 AI も使い、

全チームが商品パッケージなどのビジュアルも作成。各グループ、それぞれ工夫した内容での発表とな

りました。各チームの発表に対する投票の後、講師の講評と参加者の感想で幕となりました。 

 最新のマーケティング学会の話なども盛り込まれ、充実した内容で満足度の高い研修となりました。 

 

アンケートより 

・ケーススタディでグループワークを 

通して、ChatGPT や画像生成を実践的 

に学ぶことができ、大変有益でした。 

・研修内容は、ワーク中心の研修で、 

内容がしっかりと身につきました。 

 

【会員支援 2 部/大野千佳】 

 

 

スターター・キットの報告（会員支援 2部） 
 

新実践塾（第１回目）の報告（会員支援 2部） 
 

   

59% 38% 3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

講義全体の満足度（3講義合わせて回答数116）

大変満足 どちらかというと満足 どちらかというと不満足 不満足

97％が満足！
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「令和を築く診断士」では、様々な分野で活躍している協会員の方々をご紹介しています。今回は、 
大野千佳さんにお話を伺いました。 
大野さんは現在、美術、音楽、舞踊、古典芸能などの芸術を振興している 
公的団体の文化施設でお仕事をされています。 
神奈川県中小企業診断協会へは令和４年６月に入会されました。 
 
●現在のお仕事をするきっかけはなんでしょうか？ 
学生時代、コンテポラリーダンス（テクニック、表現形態に共通の形式を 
持たない自由な身体表現＝ダンス）をやっていく中で、芸術の魅力にふれ 
ました。自主公演をやるなかで、チラシの作成などの広報や当日の運営など 
の制作に興味を持ち、それに関わることができる県下の文化施設にはいりま
した。 
そこでは、まだあまり注目されていなかった人の公演を主催し、後に注目 
されるようになったりして、充実していました。 
 
●中小企業診断士を取得したキッカケを教えてください。 
①育休後、現場での仕事は夜も大変遅かったため、希望して経理・企画などのスタッフ部門への配転と
なりました。約１０年間、経理そして経営企画で、財務や経営の見直し等の仕事を続けていくうちに、
経理・経営企画は自分の性に合っていると強く思いました。正直、はまりました。 
②あるとき税理士などの士業、街づくりコンサルタント等と打ち合わせする機会がありました。相手の
意見について私は「半分わかるが、半分納得できない。こちらの状況を分かって頂けてない」と強く感
じた場面がありました。意見交換した相手の名刺に「中小企業診断士」との肩書が書かれており、その
内容を調べると面白そうなので勉強したくなりました。これらを学ぶことが、本業にも活かせると考え
ました。 
 
●現在中小企業診断士としての活動はどんなことをされていますでしょうか。 
今は、診断士らしい活動はあまりしておりません。 
今後芸術の素晴らしさを伝えていく上で、興味のない方にその良さを知って頂くにはどうしたらよいか
を追求する際、診断士で勉強したことが役に立ちます。さらに、今はマネージャーなので色々任されて
おり、様々なプロデュースができます。 
今まで勉強したマーケティングを現場に合わせて試しています。公的な文化施設のため民間企業とは違
う難しさもありますが、学んだ知識を活用して色々挑戦していきたいと思います。 
 
●診断士の知識を活用し、本業をすすめる上で大切にしていきたいことは何ですか？ 
本当に自分の得意なことで社会の役に立ちたいと思います。 
①芸術とビジネスに関わりを持たせることで、あらゆる芸術の活動範囲を拡大していきます。 
②一方、ビジネス上でアート・芸術の発想を取り入れることで、今までにない着想、きっかけを作れる
のではないか、ビジネスの幅を拡大することに役立てるのではと思います。今勤めている組織では上下
関係に関わりなく芸術について考えていますから、民間会社とはものの考え方が少し違うかもしれませ
ん。 
もともとプロデュースが好きであり、診断士発想の武器を手にして、本業に活かす、今までにないビジ
ネスをアート・芸術で融合し創りあげていくことには、大変わくわくします。 
 
●後輩診断士にむけたメッセージ 
まだアドバイスできるほど診断士歴、入会後の時は経ていませんが、ただ言えるのは、 
是非協会の仕事のスタッフになってみてください。私は、令 4 会の運営委員をしていました。また、昨
年「女性診断士懇談会」を開催しました。当初は何の人脈もありませんでしたが、積極的に協会に関わ
り、人と接していくことで交流もできました。行動しないと何も始まりません。 
協会活動で人との関わりあいを創り、つながりを是非大切にしてください。 
 

【明田 知大（あけだ ちひろ）】 
 

令和を築く診断士（大野千佳会員） 新たなビジネスを、芸術との融合で創造する 
 

【プロフィール】 

・2022 年診断士登録 

・令４会運営委員 

・会員支援 2 部執行役員 
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 診断士として長くご活躍されている先輩から、その経験やノウハウを学ぶ『診断士の匠』。今回は独

立診断士の西端 望（にしべり のぞむ）会員にお話を伺いました。深いお話の数々から、会社を良くす

るためにできることを常に考えておられる姿が見えました。 

 

―現在のお仕事について教えてください。 

 

 顧問（コンサルティング）と、補助金の申請支援、金融機関の融資申し込

みのための事業計画作成などを行っています。 

 コンサルティングのベースにしているのは、従業員、特に幹部に対する徹

底的なヒアリングです。従業員の「人となり」がつかめると見えてくるもの

があるのです。 

 また、問題解決の際には、大手有名企業でのプリンター設計経験が役立っ

ています。「どうしたらいいプリンターが作れるか」と「どうしたらいい会

社になるか」、ロジックを組み立てるプロセスは同じだと感じています。 

 

―診断士登録してからの歩みを教えてください。 

 

 まず社長の気持ちを分かるようにならなければ、と考え、登録前に会社を

設立したのです。とにかく人に会おうと思い、社長が集まる交流会に出まく

りました。そこで多くの社長と会話をしましたが、多少会話するだけでは仕事にはつながりません。 

「診断士さんですか、何ができるのですか？」と聞かれて、自身がどのような価値を提供できるのか

考え抜いてきました。 

 

 様々な社長と交流を重ねていくうちに「気づき」がありました。そこからコンサルティングのしかた

が変わってきたのです。 

 それは、中小企業のオーナー社長のマインドです。社長が前向きなビジョンを描いて明るい心持ちで

いると、困難な状況でも前に進んでいくものだということが分かってきました。そこで、「社長を輝か

せる」ということを目指すようになったのです。 

 そのためには、まずは信頼関係を作らなくてはならない、ということにも気づきました。社長にとっ

て、コンサルティングを受けるということは見せたくない所までさらけ出すということなので、当然信

頼関係が必要です。では、どうしたら信頼していただけるかというと、知識や学歴を示すことではなく、

愛を与えることだと思います。 

 

 今は、想いを共有できる診断士の社員２名と、どうすればより良いコンサルティングができるかを話

し合いながら活動しています。 

 

―今後のビジョンを教えてください。 

 

世間にアピールできる「中小企業診断士」事務所を作りたい、と考えています。そのための第一歩と

して、自身の取り組みの認知度を上げる必要があると思い、ホームページのコンテンツを拡充するよう

にしました。診断士とはどういうものか、企業をどうサポートしていきたいか、切々と「語る」スタイ

ルに変化中で、産みの苦しみを味わっているところです。 

 

―若手や新人診断士に向けたメッセージをお願いします。 

 

 早くフィールドに出て社会とつながることをお勧めします。中小企業のコンサルティングをするので

すから中小企業の社長と会って、その中で自身が何を提供できるかを探していくことです。失敗を恐れ

ないでください。                              【吉江 裕子】 

診断士の匠（西端望会員） 会社を良くするには？を追求し続ける 

【プロフィール】 

・独立診断士 

・2011 年 診断士登録 

・ウエストスタート株式会社 

代表取締役 

https://www.boconsul

.com/ 

https://www.boconsul.com/
https://www.boconsul.com/
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公益財団法人日本生産

性本部 2022 年修了 

・企業内診断士 

・令 5 会 

・航空会社勤務 

 

 

日本マンパワー 

2020 年修了 

・企業内診断士 

・令 2 会 

・（株）東日本銀行、現

在は東京都中小企業

活性化協議会に出向

中 

東洋大学大学院 

2021 年修了 

・企業内診断士 

・令 3 会 

・水・環境事業会社勤務 

・グループ会社（10 社）

監査役 

千葉商科大学大学院 

2023 年修了 

・企業内診断士 

・令５会 

・写真フィルム会社 

勤務 

城西国際大学大学院 

2022 年修了 

・独立診断士 

・令 4 会 

・(株)空をみあげて 

代表取締役 

 

 

 

中小企業診断士試験の 1 次試験合格者が、所定のカリキュラムを修了することで診断士に登録できる

「登録養成課程」の出身者が増えています。1962 年から中小企業大学校が開講していましたが、2005

年から民間や大学院にも開放され、現在は全国 14 機関に（次頁に一覧表）。首都圏には８機関（東京 7，

千葉 1）があり、神奈川県協会で活動する出身者も多数います。協会では各機関との連携を深めていき

たいと考えており、会報初の企画として、養成課程出身者による座談会（オンライン形式）を実施しま

した。令 2 会から令 5 会までの 5 人が、養成課程の実像と魅力を語ってくれました。 

 

■メンバー紹介（養成機関の設立順） 
 
清水佑亮さん    御庭肇さん    三枝道雄さん    明田知大さん   島田透代さん 
（しみず・ゆうすけ） （おにわ・はじめ）  （さいぐさ・みちお） （あけだ・ちひろ）  （しまだ・ゆきよ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実践スキルを取得、大学院はダブルライセンスも 

司会）まずは、養成課程、特に自身の実施機関を選んだ理由、合格までのプロセスを教えてください。 

清水）日本生産性本部の課程を昨年秋に修了しました。2 年前の 2 次試験を受ける少し前に、養成課程

という道もあることを知りました。会社ではマーケティングの仕事をしていますが、試験から得

られた知識だけでコンサルティングができるのか、という不安もあり、養成課程の道も探ってみ

ました。公益財団法人という公益性があり、生産性に関するシンクタンクで、アメリカから日本

にマーケティングを持ち込んだりしたのも生産性本部だということを知り、生産性本部一択とし

ました。また、半年間という短期集中で修了できるのも魅力でした。エントリーシートを出して

面接を受けて合格となりました。合格倍率は非公表ですが、3 倍ぐらいだったと思います。会社

は休業して半年間集中して通いました。 

御庭）日本マンパワーの課程を 2020 年に修了しました。勤務先の銀行では診断士を育成しようという

ことで、資格学校の受講補助は出ますが、当時は 1 次試験のみで 2 次試験は自力。2 次試験は 1

度受けましたが、よくわからないという感触でした。帰り道にマンパワーのチラシを配っていて、

養成課程があることを知りました。銀行では経営者の方とはよく会うのですが、実際に DD（デ

ューデリジェンス）や計画書の作成はあまりしない。その点、養成課程だと診断実習に力を入れ

ているので非常に魅力があるなと。受験者数は年々増加していますが、私のころの倍率は 3 倍ぐ

らいだったと思います。筆記試験を受けた後、集団面接して合否が決まる形でした。 

三枝）東洋大学大学院を 2021 年に修了しました。診断士試験は独学で勉強していましたが、2 次試験

は模範解答がなく予備校の解説もまちまちで、得体が知れないものだという思いを持ちました。

そこに長い時間かけて勉強するモチベーションが見出せずにいたところ、養成課程の広告などに

実践的スキルが得られると書いてあり、短い時間で診断士が取れた方がよいかなと思いました。

東洋大は大学院なので、診断士と MBA（経営学修士）のダブルライセンスが取れるところに心

養成課程出身者座談会 
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ひかれました。また、会社を辞めずに通えるし、大学の図書館も充実しています。最終的には養

成課程の先生のお人柄にひかれました。試験は中小企業に対する改善提案などをディスカッショ

ンして採点されたと思います。今は受験人数も増え、合格できていないかもしれません（笑）。 

明田）千葉商科大大学院を今年修了しました。三枝さんが言われたように 2 次試験は得体が知れず、何

を学んだら合格するのかわからない中、養成課程を知りました。平日通うのは無理なので、土日

しか授業がない千葉商科大を選びました。試験は個人面接の後、グループディスカッションで「千

葉県を活性化するにはどうするか」を論議し、取りまとめたことを発表する内容でした。競争率

はわかりませんが、何とか潜り抜けた感じです。心がけたのは、なぜ自分が診断士になりたいか、

をしっかり地に足ついた言葉で伝えることでした。 

島田）城西国際大大学院を 2022 年に修了しました。１次試験を 3 年かけて合格する予定を立てていた

のですが、運よく合格してしまいました。2 次試験対策はしていなかった状態で、今年は絶対無

理、来年も受かるのか不安な状態でした。そんなときに 1 次試験会場で配っていた養成課程のチ

ラシを見直したら、実務に生かせるということが書いてあって、インターネットで各校の公式な

情報や SNS の口コミも調べました。城西国際大の説明会に行ったところ、平日の夜でしたが、

働いてから来ているような方が多く参加していて、同じ境遇の方も多いのかなと思って、受験番

号 1 番で申し込みました。大学院は MBA も取得できるし、城西国際大は IT コーディネータの

資格も取得可能なのを加味して受験したのが始まりです。 

 

中小企業診断士の養成課程機関一覧 

機関名 定員 期間 授業日（基本） 他の取得資格 

独立行政法人中小企業基盤整備機構 

中小企業大学校東京校 

40～

80人 
半年 平日   

法政大学大学院 35人 1年 平日 MBA 

公益財団法人日本生産性本部 48人 半年 平日   

株式会社日本マンパワー 24人 1年 火・木の夜、土   

一般社団法人中部産業連盟 32人 1年 火・木の夜、土   

東洋大学大学院 24人 2年 平日の夜、土・日 MBA 

千葉商科大学大学院 28人 2年 土・日 修士学位 

兵庫県立大学大学院 16人 2年 土中心 MBA 

城西国際大学大学院 16人 2年 水の夜、土 MBA 

一般社団法人福岡県中小企業診断士協会 12人 1年 火・木の夜、土   

札幌商工会議所 30人 半年 平日   

日本工業大学専門職大学院 15人 1年 火・金の夜、土 MOT 

大阪経済大学 24人 1年 月・水の夜、土・日   

関西学院大学大学院 16人 2年 土・日中心 MBA 

※名古屋商科大学大学院は 2022年 9月入学が最終年度 

 

■5 回の診断実習で成長、仕事・家庭との両立には苦労も 

司会）養成課程はどんなところか、どんな勉強をするのか教えてください。苦労した点は？ 

清水）同期は日本全国から来ていて、20 代から 60 代後半まで幅広く、地銀や金融公庫からの企業派

遣の方もいました。会社を休職した方、辞めた方、60 歳で定年を迎えた方もいました。授業は

前半が座学中心で、コンサルタントに必要な様々な知識を約２か月間びっしりと学びます。毎日

レビューをまとめたり、課題が出たり、かなり大変でした。後半は診断実習を 5 回やりますが、

実習は 6 班に分かれて、毎回 10 日間現地で朝から晩まで泊まり込みで臨みます。実習の前から

分析作業が始まって、実習中は寝られない日も何日かありました。その分、同期とは年齢や業種

を超えた関係になって、卒業した今でも同期とは連絡を取り合う仲です。養成課程を通じて、経
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営コンサルタントとしての知識、スキルも学ぶことができました。 

御庭）講師の先生方が実務家で、休憩時間に実務的なヒソヒソ話もしてくれて非常に参考になりました。

先生方とのつながりは卒業後もあって、独立や兼業が可能な方には仕事の紹介もしてくれます。

授業では 24 人が 4 班に分かれます。前半は座学で、ディスカッションして各班で発表し、それ

にコメントする形です。話を聞いているだけではなく、必ず意見が求められます。後半の診断実

習は 5 回。最初の 2 回は財務資料がなくて、残り 3 回は財務資料も入れてフルコンサルでやり

ます。弁護士や社労士、金融機関、メーカーなどいろいろな業種の方もいたので、様々な知見を

入れてコンサルティングします。事前準備で財務諸表をもらったら、分析して、共有してと、協

力して進めるのが非常によかったと思います。苦労した点は診断実習の日程があまりなくて、最

終的な提案書をまとめるのが大変でした。 

三枝）同期が 20 人いて、全員企業勤めでした。博士前期課程の中に中小企業診断士登録養成コースが

設けられていて 2 年間かけて修了します。勉強は、座学が約 400 時間、診断実習は 5 回で、1

社あたり１か月半くらいかけます。第一線で活躍するコンサルタントの他、公的支援機関の方、

税理士、経営者から実践的な講義をしてもらえます。経営学のアカデミックな理論を学ぶため、

統計学もあって面食らいましたが、いずれの講義も活発なディスカッションをして体で覚える形

です。並行して 1 年からゼミに所属して自らの研究を深めます。2 年の 7 月ぐらいに論文の中間

発表、正月明けに４万字、400 字詰め原稿用紙で 100 枚相当の論文を提出するので正月気分は

ありません。最後に口述試験と診断士の最終試験がありました。診断実習と修士論文の研究を両

立させるのが想像以上に大変でした。診断実習が始まると論文はとても書いていられません。実

習の合間に必死に先行研究を集めたり、論文を書いたり。2 年間、休みは全くない感じです。有

休も平日の実習に使います。初めはそのペースがつかめず、診断報告書のまとめがギリギリにな

って、大学の閉門時間を過ぎてしまい、仲間と裏口から下校したこともありました。 

明田）三枝さんとほとんど一緒ですね。実習とゼミが重なると全然休みがとれません。苦労したのは、

まずは学費。入学金を含めると 2 年間で 258 万円かかります。教育訓練給付金の対象で、1 年

間で最大 40 万円が返ってきますが、イニシャルをどうするかが難題です。そこは妻にパワーポ

イントで資料を作って納得してもらいました。二つ目は、授業が土日なのですが、土曜日はいつ

も買い出しの日だったので、それを犠牲にするのもパワポで説明して了解もらいました。三つ目

は距離で、自宅の川崎から、キャンパスがある千葉県市川市まで片道 1 時間 40 分。授業は朝 9

時に始まるので、5 時に起きて 6 時半ぐらいに家を出る生活が続きました。休みはなしで、週末

の土曜は睡魔との闘いです。コーヒーを何杯も飲んでしのぎました。 

島田）城西国際大学大学院の場合は、診断士資格に必要な知識や経験のほか、情報・通信分野、マーケ

ティング分野、国際的な分野に力を入れているため、各講義にそのエッセンスが散りばめられて

いるのが特徴です。そのほか個別の論文研究があります。そもそも大学院に行くのは大学時代に

考えたこともなかったので、知らない業界・分野については、調査の仕方もわからず高い壁しか

ありませんでしたが、この歳にして限界に挑戦することを体験できました。同期の 14 人には大

変助けられました。本来は子どもの宿題を心配する母の立場ですが、逆に子どもに「宿題は終わ

ったの？」と心配してもらった 2 年間でした。 

 

■同期生は一生の友、将来像を固める時間にも 

司会）皆さん、仕事や家庭との両立には苦労されたようですが、養成課程に行ってよかったことや、2

次試験合格では得られないメリット、実務上役に立ったことは何でしょうか。 

清水）メリットを先に言えば、診断実習が充実していて良かったですね。生産性本部は経営コンサルタ

ント養成コースの中の診断士養成課程なので、経営コンサルの養成という位置づけで、現役のコ

ンサルの先生が教えてくれる診断実習は、実務経験がなくても、体で覚えることができました。

地方案件も多くて、伊勢のお土産屋さん、南紀白浜や伊香保温泉の旅館、沖縄の製造業など、日

本各地の様々な業種と出会えます。その場で 10 日間、寝食忘れて臨むので、年齢の上下を問わ

ず、良い仲間ができて、それがかけがえのない成果だと思います。また、成績上位者には「日本

生産性本部認定経営コンサルタント」という称号も受けることができ、それもメリットでした。 

御庭）一つは人のつながりですね。同期 24 人は当然ですが、過去の卒業生全員で 2021 年に OB 会を

作り、今、会員が約 100 人です。フェイスブックのグループなどで独立している方は、仕事の

紹介をしたり、年 2 回の勉強会もしたりしています。もう一つは、診断実習がよく、実習報告書
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を作る経験は、2 次試験では得られない部分かなと。今、中小企業活性化協議会で中小企業の再

生にかかわっていますが、公認会計士や診断士の方が作る DD や計画書をみても、遜色ないもの

もあり、独立する方にとって養成課程はいい経験になるのかなと思います。 

三枝）お二人と同じで、仲間とのつながりができたことです。金融機関の方から融資の考え方などの本

音を聞けたのは貴重な体験でした。特任教授からコンサルタントの思考法を徹底的に教わったの

も２次試験では得られないメリットでした。「思考法」のテキストには、提案書を作ったり、プ

レゼンをしたりするときのポイントが書いてあり、あらゆる実務で参照しています。具体的には、

支援先に「思考法」に基づいた提案をした際、支援先の社長に「そうだよ、これがやりたかった

んだよ」と言われ時は、学びが生かされたと思いました。修士の勉強では、物事の真理を探究す

る方法が身について、学ぶ姿勢そのものが全く変わりました。修士論文で「イノベーションのメ

カニズム」をテーマに、イノベーションがどのように生み出されるかを研究したので、新事業を

やりたい支援先があれば学びを生かせるのではと思います。 

明田）私は三つありまして、一つ目は人とのつながりですね。高いお金を出して、土日をつぶしている

志が高い人の集まりなので、切磋琢磨して 2 年間どっぷりつかり、一生お付き合いできる仲間が

できました。二つ目は講師が診断士の方ばかりで、生き方を含めて勉強になったこと。三つ目は

ゼミでの修士論文を苦労して書き上げて製本にしたとき、一つの自信になりました。 

島田）講義がたくさんある中、特に、経営相談に関するシミュレーションや、経営革新計画などの書類

を実際に作成してみること、企業を訪問する診断実習などは、卒業後の診断士資格ホルダーとし

ての実務の実践にすごく即していて、貴重な時間だったと思います。全国から集まった同期も、

様々なバックグラウンドを持っていて、優秀な方が多かったので様々な分野の専門的な知見を生

かしたグループワークはとても充実していました。2 年間という時間で、自分の卒業後の将来や

ビジョン、自分の強みをじっくり考えることができたのがよかったことだと思います。 

 

■養成課程から神奈川県協会に入るメリットは？ 

司会）最後に、養成課程から神奈川県協会に入ってよかったことは何でしょうか？ 

清水）生産性本部の同期は 4 人、令 5 会に入りました。まだ入ったばかりですが、人間関係を作って

いきたくて、理論政策更新研修委員を務めることにしました。そこで県協会の魅力を味わってい

きたいと思います。 

御庭）私はマンパワーOB 会の立ち上げで忙しい時期と重なり、行事にもあまり参加できませんでした

が、メールでも定期的に仕事の紹介や理論政策更新研修の案内も来る。どんどん積極的になれば

いろいろな行事に参加できるのがよいところ。こうした座談会の試みもありがたい。 

三枝）養成課程を出て 1 年目のとき、県協会のイベントで独立診断士の方が講演し「企業内診断士の方、

一緒に仕事しませんか」という呼びかけがありました。試験合格だと経験がなくて不安なので手

を挙げなかったと思いますが、養成課程で 5 回の実習をしたバックグランドがあったので思い切

って手を挙げることができました。協会での声掛けと養成課程での学びがうまくマッチして複数

の補助金の仕事に結びつきました。養成課程の経験が県協会をきっかけに仕事につながったのは

ラッキーでした。とても感謝しています。 

明田）協会に同期は 7 人います。養成課程だからこそよかったと思うのは、同期の間で、あそこの研究

会に入ろうとか本音の意見を情報交換できる点です。先輩には同期会の会長もいて、親近感がわ

きます。養成課程の同期を通じて、輪を広げたいと思います。実際、研究会などに入っていくと、

神奈川県協会の皆さんは優しくて温かい。入ってよかったと思っています。 

島田）入会の目的の一つは診断士の活躍の可能性を知りたいということと、もう一つは、巷での診断士

の知名度は高いとは言えないので、みんなに知らせたいという思いでした。活躍の可能性という

点では、メールでの募集案内がくる中で、理論政策更新研修委員やフェスタ、スプリングシンポ

ジウムで応募したところ、採用いただき、そこで委員の皆さんの日頃の活動について情報交換で

きるのが良いです。もう一つの診断士の素晴らしさを知らせたいという点では、本日のような機

会をいただけ、養成課程というキーワードをきっかけに広がる世界も、非常に広く感じています。 

 

司会）ありがとうございました。これからも養成課程のネットワークも生かした活躍を祈念いたします。 

 

【司会・構成 遠田昌明（城西国際大学大学院修了）】 
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２回目は「零細店の存在意義と支援の実態」についてご紹介します。最初に、存在意義については、業
種を小売業に絞り、その地域における零細小売店の存在意義を紹介します。次にその零細小売店含めた
小規模事業者が、地域で生き延びるために、行政支援の実態がどうなっているかを確認します。 
 
1960 年代から一貫して市場の拡大を通じて成長した大型量販店・CVS（コンビニエンスストア）の全
国展開と、インターネット販売等の台頭により、中小企業の小売業、零細小売業は大きく店舗数を減少
させたとはいえ、まだまだ全国にしっかり存在しています。これは純粋に零細小売店の必要性＝存在意
義を示唆しているかとおもいます。その存在意義の代表的な内容を、坂本秀夫著『現代流通の理論と実
相』（2021）から引用し、以下①～③にご紹介いたします。 
①零細小売店が保障する独自のサービスに求めることができます 
企業的でなく生業的経営であるがゆえに、高齢者・身体障がい者など社会的弱者にとって、「近所に小
売店がある、必要なとき配達もしてくれるサービスが大事」とされています。 
②零細小売店が果たしてきた社会的役割があります 
地域住民と連帯して住み良い生活環境・都市観光の形成に務め、地域住民として地域の祭礼など文化行
事の担い手となり、地域を支えてきました。さらに、買物に来る地域の青少年たちに社会の常識を教え
るなど社会的役割を果たしてきました。 
③零細小売店中心に地域経済を担ってきました 
地域では、中小小売業を中心に、製造業・農漁業の生産と地域住民の購買力がバランスを保ちながら発
展し、地域住民の雇用を保障しています。 
 
実家（食料品店）、会社取引先（カメラ店）の現況をみて
も上記①～③の状況はあてはまっていると実感いたしま
す。さらに、地域の高齢者にとって零細小売店は、お客様
同士も含めたコミュニケーションの場でもあり、孤独から
解放される空間でもあります。今後、少子高齢化がすすめ
ば、ますますその重要性は増してくるだけに、零細小売店
の減少阻止をしていく必要があると感じます。 
 
それでは、この厳しい環境下で生き延びていくために、零
細小売店を含めた小規模事業者に対する行政の支援は今
どうなっているのか、今後の公的支援活用の上でも確認し
ていきたいとおもいます。 
2014 年 6 月「小規模基本法（小規模企業振興基本法）」が
小規模事業者のために制定されました。その後に、無料の
経営相談所「よろず支援拠点」、「小規模事業者持続化補助
金」等大変活用しやすい今までにない支援制度ができ運営
されています。こちらができたきっかけは、全国の小規模
事業者約５万人と対話し、現場をよく理解している経営相
談者である A 先生が関わられ行政と取り組んだ影響が大
きいです。 
先生のセミナー時に、筆者より先生に、「もっと行政が当
支援制度を積極的に知らしめることはできないか」と質問させていただきました。 
先生からは「よろず支援拠点では、（リピート件数も含むが）、既に年間で 50 万件もの相談件数がある」
「どこまでの事業者に知らしめるかにもよるが、是非経営者自身の努力で行政支援等の情報は探してほ
しい」「日本が一番手厚い。海外の企業は自立している」との話がありました。 
中小企業が約 360 万者とすると、よろず支援拠点の年間相談件数は多いといえます。積極的な方は既
に相談しており、先生がいう経営者の努力で情報収集することは、最低限必要なのかもしれません。 
確かに自立性がなく、仮に補助金申請し採択されても、実施レベルで継続性がなくなるかもしれません。 
がんばろうとの意思がある方に行政は支援していくことを再認識しました。診断士はどこのレベルの事
業者に対してどこまでアプローチするべきか、今後検討していく必要があります。 

【明田 知大（あけだ ちひろ）】 

 

零細企業への公的支援の認知と活用の促進（2）「零細店の存在意義と支援の実態」 

よろず支援拠点の相談対応件数 

 

出典：よろず支援拠点 
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近年、業務の DX 化が注目される中、特に中小企業にとって、そもそもデータをどのように取り扱う

べきか、という課題が浮かび上がってきます。前回の記事では、データ活用経営の基本として、そのメ

リットや課題や中小企業の現状について触れました。今回は、中小企業がデータ活用を進める上での第

一歩として、業務プロセスの可視化とその際のポイントについて掘り下げていきたいと思います。 

 

【１】なぜ業務プロセスの可視化が必要なのか？ 

経営者にヒアリングすると現場の業務の詳細や問題を把握していないケースもあります。可能であれ

ば現場に行き、担当者に業務プロセスの詳細をヒアリングして業務プロセスを明らかにすることが重要

です。業務プロセスを明確にすることは、データ活用の土台となるステップとなります。各部署の担当

者の業務プロセスを明確化した後に、各部署間の連携が分かるように業務プロセスを可視化することで、

業務プロセスの中でどの部分に時間がかかっているのか、どの部分で問題が多く発生しているのか見え

てきます。このように業務全体の地図を得ることで、改善の方向性を明確にすることができます。また、

業務の流れを理解することで、どのようなデータが出力され、どのデータを活用すれば効果的かが見え

てきます。 

 

【２】業務プロセスの可視化の方法 

業務プロセスの可視化には、フローチャート、業務フロー図、スイムレーン図などの作成が有効です。

中小企業の場合、まだ紙ベースでの業務が多いかもしれませんが、まずはその業務プロセスの可視化を

してみることから始めることをおすすめします。具体的には、各部署や担当者がどのようなデータをイ

ンプットし、どんな業務を行い、その結果としてどのようなデータが生まれるのかをマッピングします。 

 

【３】効果的なデータ活用のポイント 

業務プロセスの可視化が完了したら、次にデータの活用方法を考える段階に移行します。以下、ポイ

ントをいくつか挙げます。 

 

１） データの正確性を確保する：データ活用の基本は、データの質です。データが不正確であ

れば、それを元にした判断も誤ったものとなります。 

２） 過去のデータを分析する：過去のデータから傾向やパターンを抽出することや、過去デー

タから予測モデルを構築し未来予測に役立てることができます。 

３） データの視覚化：グラフや散布図などを使ってデータを視覚的に表現することで、一目で

傾向や問題点が分かるようになります。 

 

【４】中小企業における実践例：ある弁当製造会社のデータ活用への道 

某地方都市に位置する弁当製造の老舗企業。長年、弁当の需要予測はベテラン社員の豊富な経験と勘

に依存していました。しかし、このアプローチは、弁当の廃棄が頻繁に発生するという課題を抱えてい

ました。 

そこで、まず、現場担当者への詳細なヒアリングを実施しました。ここから業務プロセスを精緻に把

握し、スイムレーン図でその全体像を明確化・可視化。この図を用いてデータの流れをマッピングし、

業務の詳細まで理解を深めました。 

そして、予測の精度を悪化させている要因を特定。関連する過去データを取り上げ、欠損値やノイズ

の影響を排除した上で、データを分析に適した形に整理。この整理されたデータを基に、弁当の需要予

測モデルを構築。結果、ベテラン社員の予測能力をも凌ぐ、約 24%の精度向上を実現できました。 

 

【まとめ】 

データ活用経営は、業務プロセスの理解から始まります。中小企業でも、しっかりとしたステップを

踏むことで、データの有効活用が可能となります。次回は、データ活用経営の導入段階の注意点につい

て詳細を見ていきたいと思います。 

【井上 雅之】 

 

データ活用経営のすすめ（２） 
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中小企業の SDGs（Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標）に関する戦略につい

ての連載 2 回目。今回は、「心理的安全性」を活用した人材戦略について、鳥取県の中小企業診断士の

取り組みを交えて紹介します。 

 

■スポーツ界で威力を発揮 

「心理的安全性（Psychological Safety）」とは、ハーバード大で組織行動学を研究するエイミー・C・

エドモンドソン教授が 1999 年に提唱した概念で、「チームの中で自分の考えや気持ちを安心して発言

でき、他のメンバーが自分の発言を拒絶したり、罰したりしないと確信できる状態」を指します。 

米グーグル社は、効果的なチーム構成のあり方を模索する労働改革プロジェクト「アリストテレス」

を 2012 年に立ち上げ、約 4 年かけて検証しましたが、生産性が高いチームでは「心理的安全性」も高

いという結果となり、これにより「心理的安全性」の概念が広まりました。 

新聞データベースで検索してみると、日本で「心理的安全性」という言葉が使われ出したのは、2018

年夏のサッカーのワールドカップ・ロシア大会からのようです。 

ハリルホジッチ前監督の解任で、急きょ司令官となった西野朗監督は、事前の低評価を覆し、１次リ

ーグを突破してベスト 16 入り。西野監督は選手との対話を重視するやり方を選び、選手も積極的に戦

術などを議論するようになり、あるコンサルタントは「西野監督は、チームが潜在能力を発揮する上で

欠かせない『心理的安全性』を与えたのではないか」と評しました。 

今年 3 月、野球の WBC で世界一になった侍ジャパンも、栗山監督の下、率直な対話をしたり、弱み

も見せ合うような関係性を構築したりすることで、お互いを高め合ったことがチームの強さにつながっ

たと言われました。つい最近も、週刊東洋経済が「慶応の甲子園優勝は『心理的安全性』で理解できる」

（9 月 2 日号）でとの見出しで、「心理的安全性」の特集を組んでいます。 

 オフィスで生まれた概念ですが、スポーツなど、様々な「チーム」にも応用できるわけです。 

 

■SDGs との関係は？ 

企業研修などを手掛ける石井遼介氏は、ベストセラーとなった著書「心理的安全性のつくりかた」

（2020 年、日本能率協会マネジメントセンター）で、日本の職場では、①話しやすさ②助け合い③挑

戦④新奇歓迎――の四つの因子があるとき、「心理的安全性が感じられる」としています。 

このうち特に重要なのが「新奇歓迎」で、「役割に応じて、強みや個性を発揮するこが歓迎されてい

る」「常識にとらわれず、さまざまな視点やものの見方を持ち込むことが歓迎される」因子だといいま

す。一人ひとりは本質的に違い、価値観も違っていいという前提に立っています。 

そして、「新奇歓迎」は、SDGs のテーマである「多様性（ダイバーシティ）と包摂」とも深い関わ

りがあり、SDGs の基本理念である「誰一人取り残さない」という目標に到達するためにも、重要性が

高い項目だとしています。 

SDGs の目標群には、「【目標 8】働きがいも経済成長も」「【目標 10】人や国の不平等をなくそう」

がありますが、これらを達成するためにも、従業員の「心理的安全性」を高めることが重要です。 

 

■鳥取、島根の企業が取り組む PDGｓ 

鳥取、島根両県の 41 の企業は 2022 年 5 月、安心して働ける職場作りを進める「PSGs（Psychological 

Safety Goals＝心理的安全性目標実行委員会）」を設立しました。2030 年までに、 

①全社員に１on１（上司と部下が一対一で行う面談）を実施して心理的安全性の高い組織をつくる 

②社員一人ひとりの価値観、個性を大切にしてダイバーシティ（多様性）を実現する 

③社員一人ひとりの人生に寄り添い、組織としてキャリア形成を支援する 

④全社員にとって「働きがいのある職場」をつくる 

⑤組織のミッション達成に全社員が「やりがいと誇り」を持つ組織をつくる 

という五つの目標を通じて、「心理的安全性」の高い職場を目指すとしています。参加した企業は「心

理的安全な職場づくり宣言書」（写真は次頁）を職場に掲げるなどして、社内の人材戦略とします。 

中小企業の SDGs戦略 (2)心理的安全性の活用 
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PSGsのイメージ図（PSGs実行委員会 HPより） 

「白バラ牛乳」で知られる大山乳業（鳥取県琴浦町）の PSGs宣言書 

写真左が遠藤会長（遠藤会長提供） 

 

この活動を提唱し、実行委員会の事務

局長を務めるのが、鳥取県中小企業診断

士協会の遠藤彰会長です。人材育成サー

ビス会社「BEANS」代表取締役 CEO も

務める遠藤会長は、「多くの企業が SDGs

を経営計画に盛り込んでいます。SDGs

の理念である『誰一人取り残されない』

に世界中で取り組むことも大切ですが、

一方で、まず足元を考えること、自らの

社内に『取り残された人をつくらない』

ことも必要だと考えて、この活動を始め

ました」といいます。 

 

■Z 世代に対応したマネジメント必要 

その背景にあるものとして、若者の価

値観の多様化やワークスタイルの変化を

挙げます。 

「今の企業は『昭和の OS（オペレー

ションシステム）』、つまりトップダウン

のマネジメントで回っています。平成ま

ではそれでもよかったのですが、令和の

Ｚ世代はそれではマネジメントができな

い」として、「一人ひとりの個性や価値観

に寄り添った『令和の OS』への変革が

必要です」と提唱し、「組織のミッション、

ビジョンに向けて建設的な意見が言える

組織を作ることが大事」だと訴えて

います。 

PSGs の加盟社は現在 52 企業に

増加。「組織風土を変えようとする

と、一社一社だけでは反発もありま

す。一つの大きな運動を山陰の 2 県

から発信していきたい」と組織化の

理由を説明しています。 

今後は、人材の採用難に悩んでい

る地元企業と高校生の出会いの場

となる交流スペースを作ることも

検討しており、遠藤会長は「１on

１をやっていること、心理的安全性

を推進していることを採用のアド

バンテージにもしていきたい」と抱

負を語ってくれました。 

                  

 

 

 

※中小企業診断協会が 11 月 2 日(木)に東京ガーデンパレスで開く「中小企業経営診断シンポジウム」

では、遠藤会長が「第 1 分科会 経営革新支援事例」で「心理的安全性が組織の生産性を高める」を

発表する予定です。                                    

                                      【遠田昌明】 
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 前回の連載では、中小企業の組織に関する実態として、組織作りに対して無策であると会社の組織は
ダメになっていく内容の掲載を致しました。中小企業の多くは実態として、成長段階で仕事が増えると
目の前の仕事をいかにこなしていくかに注力せざるを得ない状況となります。その為、単純に人を増や
すことが優先され、会社としての組織作りは後回しになりがちです。 

結果、社員間の仲が悪くなり、マネジメントを理解しない形骸的な中間管理職が生まれる傾向が見ら
れます。若手社員に対する教育内容は実務面だけ、しかも見よう見まねで覚えるといったケースも見ら
れ、悪循環が恒常化していきます。若手社員は最初必死でも、1 年経過した頃には何も成長できていな
い自分と会社に嫌気が指し、より成長できる環境を求め退職していくことは日常茶飯事です。時にはそ
うした社員に対し、うちの社風には合わなかった、ヤル気が足りないなどと間違った見方をする事も。 
 そのような実態を改善していくには、組織定義と定義に沿った基礎教育が必要となります。基礎教育
とは若手社員への導入教育、次のリーダーを育成する管理職育成で若手、中堅社員の改善を行っていき
ます。今回は、若手社員への導入教育の内容を掲載します。 
 
【第 2 回：若手社員教育 社会と会社の歩き方】 
入社時、入社後 1 年以内の若手社員に求めること 
 入社時や入社後 1 年以内の若手社員がよく陥る状況として、「夢や憧れを抱いて会社に入ったが 
現実はとても辛く、仕事も単調でつまらない」「今までは自分が主役だった、今は沢山の人に揉まれて
うまく立ち回れる自信がない」など、社会人成り立てのギャップに苦しむ状況があります。私も若手 
社員時代にそのようなギャップから会社に馴染めず直ぐに転職していった同期が多くいました。 

ここで本来会社が伝えていくべき事は、社会とは何か？会社とはなにか？をきちんと伝えていく必要
がある事です。社会と会社の仕組みを理解して、なぜ自分は働くのか？を自分自身で理解していかない
と、何歳になっても理想と現実のギャップに苦しめられる事になります。 
 その内容とは、まずは社会と会社を以下の通り理解できるか、を促していきます。 
 
・あなたはなぜ働くのか？・・・それは生きて、社会から必要とされ、自己実現をするため。 
・なぜ働くとお金がもらえるのか？・・・それは誰かの、社会の役に立てたから。 
・なぜ会社があるのか？・・・それは同じ目的、目標を持った仲間が集まり、皆で効率的に働き、 

効率的に稼ぎ、皆で夢をかなえるため。1 人で働くより効率的に生産、サービスが行えるから。 
・あなたが行う仕事とは何か？・・・無駄な仕事など一切なく、仕事は様々あるが、全てが会社の 
 成長に繋がっていくこと。 
・あなたの働く意義は？・・・働く事で、成長し生きていける、人から認められ嬉しさを感じる、 
 誰かの役に立ち、お金がもらえる、いい仲間作りができる、夢が作れる、夢が実現する。 
 結局は自分の為に一生懸命働いていって欲しい。 
 
上記の内容はあえて教えられる機会はないと思いますが、ごく当たり前の事を示しているだけです。 
これには若手社員に会社や社会の為でなく最終的には自分の為に一生懸命働く事が、自分の成長や未来
を形作っていくのだと感じてもらい、働く意欲、成長意欲を形成していく事を目的としています。 
 ただ何となく就職し、働けばお金が貰えるから会社に来ているだけ、のような思考の若手社員に対し、
ここでは「自分の幸せは自分の仕事を通じて自分で作るのだ！自分の人生は自分が仕事を通じて成長し
切り拓くのだ！その為に会社があり、社会に貢献する事で実現する」とあえて熱いメッセージをぶつ 
けるようにします。ここで目覚める若手社員は、その後の成長の為、仕事への意欲も増し、問題行動に
対する幼児性（自己中心的な考え）を自ら排除できる事をここでは狙っています。 
  
多く中小企業は早い段階での若手社員の戦力化に、営業手法や技術面など実務教育がメインとなります
が、こうした人間形成を並行して行う事が業務を優先するゆえに困難となりがちです。 
今や大企業となったスターバックスでは、アルバイトも含め新入社員研修に最初 2 か月間、計 80 時間
をかけてマニュアルにはない「ホスピタリティー教育」を実践しています。「お客様に感動経験を提供
する」といった経営ビジョンの実現に向け教育を通じて再現できている例です。 
 若手社員のマインドセットと並行して、会社の中核的存在となる中堅職員の改善や管理職育成が、組
織作りには求められます。中堅職員はいかに自己中心的な考え（仕事に対する幼児性）を排除し、メン
バーから信頼されるリーダーになるか、管理職は経営層とメンバー間をつなぎ、いかにチームを牽引し
組織の目標達成を実現させるかが求められます。それには「人を育てる」「人を動かす」技術がキーと
なります。 
次回は中堅職員、管理職に必要な「人を育てる」「人を動かす」をテーマに掲載いたします。 
 
                                       【須藤 弘幸】 

 

中小企業が知っておくべき組織作り（2） 
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 前回は、日本の高齢化と認知症患者の増加、認知症の経済的損失、認知症基本法の成立についてお話

しました。認知症患者さんやご家族が安心して生活ができる共生の視点が大切であるとお話しました。 

 

① 認知症共生社会の中で、認知症の予防をとらえる 

 認知症の患者さんが、その人らしく生活するには、家族の支援だけでなく、介護保険サービスや行政

サービスなどの福祉的な支援、老人ホームなどの在宅サービス、病気になったときに対応をする医療的

なサービスなど、多くの制度を整えていくことが必要です。日本は、高齢化先進国と言われていますが、

地域包括支援という名前で、各種のサービスが整備されています。介護保険や、健康保険の制度が整っ

ていることは、日本が世界に誇れる大きな取り組みと考えてよいと思います。 

 そうはいっても、個人の資産も、税金も、マンパワーも無限にあるわけではありません。自分らしい

人生を送るために、健康に配慮することは、個人のレベルでも重要です。また、予防の視点も重要です。

ここで、認知症の予防とは、認知症にならない、ということではないということを知っておいてくださ

い。「認知症にならない」、といってしまうと、認知症になった人は予防を怠ったのか？自己責任か？と

いう議論になりかねません。一部のヘルスケアビジネスで、このような間違った発信をしているのを見

かけます。認知症の予防は、認知症への移行を遅らせる、進行を遅くするということになります。 

② 認知症の進行を遅らせる 

アルツハイマー型認知症とレビー小体型認知症は、専門医による診断のもと、適切な薬が使用される

と進行が遅くなります。進行が遅くなることで、重度化して介護が必要な状態になるまでの時間を長く

することができます。ご家族にとっては、在宅生活をいつまで続けるか、施設などのサービスをいつ利

用するか、といったことを考える時間になりますし、認知症について理解を深めることで、適切な対応

が取れるようになり、覚悟もできます。 

③ 早期診断について 

認知症を早期に診断しても、遅らせるだけで治療法がないなら意味がないじゃないか、という意見が

あります。しかし、認知症になる前に早期診断することで、本人の意思を確認することができます。自

分の時間、財産などをどのように使いたいかを自分で決めたり、楽しい思い出を作ったり、また、人生

の最終段階をどのように過ごすかについて、家族と話し合う人生会議の時間も取れます。本人の希望が

わかれば、対応する家族も悩みが少なくなり、関わりやすくなります。後の後悔も少なくなるでしょう。

現実には、家族のサポートや使えるサービスには限りがありますが、本人の希望から議論をスタートす

ることは大切なことです。また、中には早期に診断することで治るタイプの認知症もあります。 

④ 新薬が登場 

今年、エーザイ株式会社の「レカネマブ」という薬が、新薬として承認されました。アルツハイマー

型認知症の前段階である、「軽度認知障害」に適応となる見込みです。レカネマブは、アミロイドと呼

ばれる脳内のタンパク質に結合し、排せつを促すことで、アルツハイマー型認知症の発症を遅らせます。

早期診断の重要性がより高まったといえます。レカネマブは、高額であること、頻回の点滴が必要であ

ること、脳の浮腫や脳出血といった有害事象が現れる可能性があることなど、デメリットも指摘されて

います。今後も認知症の新薬の登場は続く見込みです。 

⑤ ヘルスケア市場の変化 

 これまで、軽度認知障害は、状態像なのか、病名なのかはっきりしていませんでしたが、治療薬が開

発されたことで、軽度認知障害は病名だとはっきりしてきたと思います。軽度認知障害が病名であると

すると、薬機法の関係で、ヘルスケアではなく医療領域である、と考えなければならなくなるかもしれ

ません。予防の発信方法も含めて、より配慮が必要になるでしょう。 

⑥ 経営者は、脳の健康について関心を 

財産が多く、利害関係者が多い経営者が認知症になると、経済的なことでトラブルが発生することが

多いです。遺言も、認知症状態で書いたものは無効となることがあります。スムーズな事業承継を考え

るにあたっても、経営者は意識して脳の健康を考えることが大切でしょう。また、経営者が脳の健康を

重視することは、従業員の脳の健康、さらには、労働生産性向上への効果も理解しやすいと考えられま

す。これは、健康経営にもつながる考え方だといえます。 

次回は、脳の健康を維持する取り組みについて、紹介していきます。 

【千葉 悠平】 

中小企業診断士が知っておくべき「認知症」理解（２） 
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「手段が目的化してしまう」というのは実際よくありがちなものです。それを起こりにくくするために、

目的を「言語化」して掲げ、共有しておくことが有効な方法の一つと言われています。 

 

自社の強みや新商品・サービスのコンセプトも同

様で、最初のうちにしっかり言語化しておくことが

肝要です。そうしないと、価格が合わない、考えて

いた仕様が実現しない、など様々な問題が起きたと

き、判断がブレて新商品・サービスの軸もブレブレ

になってしまいます。 

 

コンセプトとは「概念」「企画・広告などで、全

体を貫く基本的な観点・考え方」（引用：Oxford 

Languages）といった定義が一般的です。具体的に

はどのように作ればよいのでしょうか。 

 

今回は、自分が腹落ちしていて、普段の企画検討に活用している公式をご紹介します。この公式は、

商品コンセプト開発法「キーニーズ法®」を創始された梅澤伸嘉先生の手法をヒントに、筆者がオリジ

ナルで考案したものです。 

ご紹介にあたっては、愛知ドビー株式会社の「バーミキュラ」というお鍋を事例にしてみます。 

 

■強み再確認の公式 

 強みは、できればコンセプトに入れたい要素です。「形容詞/副詞＋動詞」で言語化すると明確になり

ます。 

ポイントとしては、形容詞/副詞に自社の独自性を盛り

込めると良いと思います。動詞の部分は競合他社と変わ

らないことが多いからです。 

 

 また、自社のことは意外にわかっていなかったりする

もの。この機会に、自社の強みはどう映っているか、従

業員やお客様にも聞いてみると新たな発見があるかも

しれません。 

 

■コンセプト創出の公式 

 コンセプトは、「強み＋アイ

ディア＋解決策」と定義します。 

 「強み」＝独自性、実現手段、

「解決策」＝ベネフィット、と

言い換えることもできるので、

発想しにくい場合は、言い換え

キーワードを切り口に考えて

みます。 

 

■気をつけたいこと 

 公式にあてはめると、カッコイイ日本語にはならないことも少なくありません。ですが、強みやコン

セプトはキャッチコピーやセールスコピーではないので、カッコ良さより必要な要素が押さえられてい

るか、を重視してください。開発関係者の誰が見ても理解できることが重要です。 

 この公式にはまる内容が無い場合は、コンセプトが練れていない可能性があるので再考してみること

をお勧めします。 

【吉江 裕子】 

ものづくり企画(2) 軸をブラさない、強み・コンセプトの言語化・図式化 
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中小企業診断士として最低限知っておきたい広報 PR メソッドについて、4 回に渡って解説する連載。
２回目の本稿では、プレスリリースのポイントについて解説します。 

会員の皆様も、支援先から「プレスリリースってどう書けばいいの？」と質問された経験がある方が
いらっしゃるのではないでしょうか。筆者は中小企業を中心とした広報 PR 代行事業を行っております
が、プレスリリースは月に最低数本は書いています。プレスリリースはたった A4 1 枚ですが、そこか
ら取材依頼につながる大事な書類です。「取材がくるプレスリリース」は書くポイントが定まっており
ますので、コツをつかめば誰でも書くことができます。 
 
●プレスリリースは A4 １枚でよい 
 プレスリリースを初めて作るときは、伝えたいことが多すぎて「あれもこれも」詰め込んだ結果、数
枚に及ぶリリースになりがちです。しかし、記者達は大変忙しい人です。プレスリリースはあくまでも
「取材」のきっかけにすぎず、必要最低限のことを完結にまとめることが重要です。したがって、プレ
スリリースは A4 1 枚、補足情報をつけても 2 枚程度までに収めましょう。 
 
●「WHAT」プレスリリース冒頭〜「誰が」「い
つ」 「どこで」「何をするのか」を完結に書く 
プレスリリース冒頭には「誰が（WHO）」「い

つ（WHEN）」「どこで（WHEN）」「何をするの
か（WHAT）」を端的に書きます。この内容が
リリース冒頭にないと、記者たちはこれが何の
リリースなのかわかりません。 
 

●「WHY」は「社会をよくしたい」という思
いやデータを書く〜補助金で書く「社会の情勢」
情報の視点が役立つ 
次は「WHY」を書きます。前回解説したとお

り、新聞や TV を始めとした記者達は、「情報伝達を通じて社会をよくすること」に高い使命感を持っ
て働いています。したがって、プレスリリースでは「この商品/サービスが社会に役立つ、社会をよく
するもの」であることを説明して理解してもらう必要があります。ここでは「社会の現状」や「なぜ当
社がやるのか」といった内容を端的にまとめて記載し、リリース内容と社会課題との繋がりを説明しま
す。 

ここで、中小企業診断士の知識が役立ちます。皆様が補助金の申請書作成を支援する際、「なぜこの
商品/サービスが求められているか」ということがわかる、政府等が行った公的調査データを引用する
と思います。診断士であれば中小企業白書を利用することが多いのではないでしょうか。プレスリリー
スでもこの視点は同じです。リリースする内容を「なぜやるのか」という点の説明として公的調査など
からデータを引用することで「このような社会課題があるから、これをやっています」という「WHY」
の部分を、客観的な視点とともに説明することができます。 

 
●プレスリリースはタイトルが命〜yahoo ニュース等を参考に目を引くタイトルを考える 
大変忙しい記者達は、プレスリリースのタイトルを見て、そのあとの本文を読むかどうかを決めると

いいます。私自身も、プレスリリースを書く時に一番時間をかけるのが、このタイトルです。ただ何も
ヒントが無ければ、目を引くタイトルは作れません。そこで yahoo ニュースなどで「この題材のニュ
ースはどのような見出しとともに報じられているのか」をチェックします。同じことを取り扱っていて
も、言葉選びが少し違うだけで「記者（そしてその先の読者）が読みたいと思う」情報になるかどうか
が大きく異なってきます。 
 

●写真のポイント〜取材をしたときの様子がわかる写真 
タイトルの次に重要なことは、写真選びです。プレスリリースでは通常 2~3 枚の写真を掲載します

が、この写真選びの手を抜いてしまう方もいらっしゃいます。プレスリリースの写真について、記者た
ちは「取材したらどのような絵＝写真や映像など」が撮れるのかを見ています。特に TV にアプローチ
したい場合はここが最重要ポイントです。記者たちがどのような情報を求めているかを先取りし、「取
材にお越しいただけたら、こんな写真や映像が撮れますよ」という情報を、写真を通じて説明しましょ
う。 
次回は、作成したプレスリリースを記者に届ける方法の一つである、記者クラブについて解説します。 

 
【米澤 智子】 

 

中小企業診断士なら最低限知っておきたい！広報 PR支援の方法（2） 
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 経営を戦いに例えるならば、常に攻め（矛）と守り（盾）のバランスを取り、限られた経営資源を配

分していく、まさに“矛盾”を抱えながらも前へと進む営みです。ＩＴ・デジタルの分野で言えば、矛と

なる活動がＤＸ、盾となる活動が情報セキュリティ対策となりましょう。 

本連載では、4 回にわたり、小さな会社（※）のＤＸ・情報セキュリティ対策支援について、考察して

いきます。 

（※）本連載では、従業員 20 名以下の事業者さんを「小さな会社」と呼ばせて頂きます。 

 

 連載 2 回目の今回は、公表されているデータや筆者の実体験をもとに、小さな会社における DX の実

像に迫ってみたいと思います。 

 

●進みはじめた「デジタル」、進まない「トランスフォーメーション」 

 こちらは、IPA（独立行政法人 情報処理推進機構）より公開されている DX 白書 2023 の副題です。

現在の日本における DX 推進状況を表現しています。白書に掲載されている、DX への取組状況（従業

員規模別）を見てみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出典＞IPA DX 白書 2023 10 ページ 図表 1-8 DX への取組状況(従業員規模別) 

 

こちらのグラフは、IPA が 2022 年度に実施した「企業を中心とした DX 推進に関する調査」の結果に

基づくものです。実施時期は 2022 年 6 月～7 月、回収数は日本が 543 社、米国が 386 社。なお回答

企業の業種比率においては、日本は製造業が 41.4%で 1 位、米国はサービス業が 37.3%で 1 位、と

構成比に違いがあります。 

 

図表 1-8 によれば、日本の従業員 100 人以下の企業においては、ほぼ６割(57.7%)が「取り組んでい

ない」と回答しています。一方DXの取り組みが先行する米国においては、「取り組んでいない」は23.8%

（「わからない」を加えても 35.9%）に留まっており、今後日本の小さな会社においても、DX の取り

組みが加速する可能性は、低くはないでしょう。 

 

 
 

矛と盾 – ＤＸと情報セキュリティ（２） 
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●進まない理由は、今痛みを感じていないから？！ 
 DX 白書 2023 にも引用されている、中小企業基盤整備機構が行った 2022 年中小企業の DX 推進に
関するアンケート調査を見てみましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜出典＞中小企業基盤整備機構 中小企業の DX 推進に関する調査 アンケート報告書 令和 4 年 5 月 
 
調査対象は、全国の中小企業経営者、経営幹部（個人事業主等を除く）1000 社。調査方法は Web ア
ンケート調査。調査期間は 2022 年 3 月 11 日～18 日です。 
 
図-20 によれば、小さな会社において DX に取り組みにくい主な理由は、 
①予算の確保が難しい、②具体的な効果や成果が見えない、③DX に関わる人材が足りない、④何から
始めてよいかわからない、の 4 つとなっています。 
これらの理由を、筆者の支援経験も加味して考察すると、 
①予算の確保が難しい ⇒（緊急性を感じていないので優先的な予算は確保しにくい） 
②具体的な効果や成果が見えない ⇒（解消したい痛みがはっきりしないので効果も見込みにくい） 
④何から始めてよいかわからない ⇒（今困っていることがないので優先的にやりたいこともない） 
というようにも読み取れ、そもそもデジタル化の遅れについてあまり痛みを感じていない可能性があり
ます。 
 
小さな会社においては、取引先とのメール、経理、労務、売上管理や受発注などのパッケージ製品等が
使えさえすれば十分に業務が回り、業種業態や従業員数によっては PC1 台で事足りてしまう場合もあ
ります。このような場合、今以上のデジタル化や DX に取り組む動機は持ちにくいでしょう。 
今後さらなる世の中の変化に応じて、小さな会社における取り組みがどのように変わってくるのか、注
視したいところです。 
 
●小さな会社でも”盾”は必要だが・・・ 
 ここまで見てきたように、小さな会社においては DX への取り組みはまだまだ進んでいないのが現状
ですが、たとえ PC1 台であっても IT 機器を導入する以上、情報セキュリティに関するリスクは無視で
きないものとなります。 
先述の図-20 によれば、③DX に関わる人材が足りない、⑥IT に関わる人材が足りない、など人材不足
も課題としてあげられており、潤沢な経営資源を持たない小さな会社においては、IT 人材が確保出来
ていない状況も明らかです。情報セキュリティ対策においてもある程度の IT リテラシーは必要とされ
る為、DX の取り組みと同様に情報セキュリティ対策もあまり進んでいないことが推測されます。 
 

さて、連載１回目・2 回目と、”矛”といえる DX への取り組みについて、小さな会社のおかれた現状
と支援のあり方を考察してきました。次回からは、”盾”となる情報セキュリティ対策に焦点を当て、考
察していきます。 

 
【若杉 廣】 



 

２０２３．１０．３１ No,１１６ - 21 - 

 

 

 10 月２日の朝日新聞朝刊に、『「構造的賃上げ」実現できる？』という見出しで、経済アナリストの

デービッド・アトキンソン氏の意見が掲載されていました。巷でもよく聞く話ではありますが、日本の

大きな問題点は、中小企業の生産性の低さである、との内容でした。 

例えば、人生の豊かさ追求や、地球環境の未来といった課題も含めて考えた場合、“生産性の向上”

を至上の命題と位置付けることが最善かどうかは、深く考える余地があるかもしれません。ただ、今の

日本において、中小企業診断士及びその団体の役割として、中小企業・小規模事業者の生産性向上に対

して大きな貢献を求められているのは間違いないでしょう。 

 

 記事はこう続きます。「生産性の向上は毎年のちょっとした改善です。この 30 年間、海外の主要国

は横ばいの日本を尻目に、毎年１％程度のイノベーションを確実に積み重ね、生産性を高めることで給

料を上げているのです。」 

 

今こそ中小企業診断士自らが、事なかれ主義を捨て、衝突や混乱を恐れずに変革の先頭に立ち、中小

企業・小規模事業者の皆様を背中で引っ張る心意気が求められているのかもしれません。 

少々大げさではありますが、そんなことを考えた秋の夜でした。 

【若杉 廣】 
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